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はじめまして、ONE MARKETING（http://1mkg.com）の清水です。 

この資料では、PayPalの使い方について詳しくご説明していきます。 

 

PayPalの説明に入る前に、オンラインでの決済についてあまりご存知ない方も

いると思いますので、そこからご説明します。 

 

たとえば、あなたがインターネットで何か物を売ろうとする際、それがバッグ

などの実際の物であろうと、ソフトウェアや音楽などのデータをダウンロード

する形式のものであろうと、お客様からお金をいただく必要があります。 

 

お金をいただく手段としては、銀行口座に振り込んでもらう、代金引換で払っ

てもらう、そしてクレジットカードで払ってもらうという方法があります。 

 

最近はどこのオンラインショップでも、これら 2 つか 3 つかの方法で決済でき

るように準備しています。オンラインショッピングに慣れている人であれば、

クレジットカード決済が一番便利だと思いますが、まだまだインターネットで

クレジットカードの情報をさらすのは嫌だという人もいます。そういった方で

もきちんと買い物を出来るようにクレジットカードだけではなく、銀行振り込

みや代金引換といった手段も残しておくわけです。 

 

 

PayPalの仕組みは基本的にクレジットカード決済と関係する部分が多いですの

で、そこをもう少し掘り下げてご説明します。 

 

自分がオンラインショップを運営しようとする場合、ホームページにクレジッ

トカード決済のシステムを導入する必要があります。 

 

そんな仕組みを自分で用意することは出来ませんので、決済の代行業者にシス

テムの提供を依頼します。ゼウスやベリトランスといった企業がそれです。皆

さんも名前くらいは聞いたことがあるかもしれません。 

 

そういった企業に頼めば、あとは提供されたリンクをあなたのホームページに

貼り付けるだけで、クレジットカードでの決済を導入できます（他の方法もあ

ります）。 

 

訪問者があなたのホームページにあるリンクをクリックすると、決済代行業者
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の決済ページに飛び、訪問者はそこで自分のクレジットカードの情報などを入

力し、購入します。 

 

あとは、毎月決まった日に決済代行業者から販売者であるあなたの口座へと売

上金額が振り込まれるわけです。 

 

 

いまは多くの人がクレジットカードでの決済を希望していることから、この仕

組みを導入するのは、販売する側にとってみれば必要不可欠なことです。 

 

しかし、個人や中小企業がこのクレジットカード決済を導入するにはいくつか

の難点があったのも事実です。 

 

 

初期導入費用、そして月額の固定費用がかかる。 

上記の仕組みを入れるには、決済代行業者にお金を払う必要があります。彼ら

もビジネスでやってますので当たり前です。 

最近ではその費用も安くなってきたとはいえ、これから始めようとするときに、

お金がかかったり、まだ売れていないときに固定費を払い続けるのは厳しいも

のがあります。 

なお、これ以外の費用として、売上代金に応じたロイヤリティ（物販で 4-5%程

度、ダウンロード商品だと 7-8%くらいが一般的）、売上処理料（数十円/件）が

かかります。 

 

 

導入までに時間がかかる 

決済会社に依頼したからといって、すぐにクレジット決済が可能になるわけで

はありません。最初にカード会社の審査が必要になります。 

 

ホームページがきちんと出来上がっていることはもちろんのこと、扱っている

商品についてもまともな内容のものかどうか審査が入ります。 

この審査には 3 週間程度かかるのが普通で、さあ売ろう！と意気込んでいても

思わぬ足止めを食らうことがあります。 

 

 

 



Copyright © 2007 One Marketing All Rights Reserved. 

 

買う人がカード情報を入れるのを嫌がる、口座番号などが明らかになる 

最初に書いたとおり、まだクレジットカードの情報をあちらこちらに入力する

のを嫌がる人がいますので、それが購入を妨げる原因となるときもあります。 

 

 

こういった要因により、特に最近のインターネットで起業をしたいという個人

にとっては、まだまだ敷居が高いものだと言えます。 

※なお、インフォトップのような仕組みは、彼らが販売者となっており、情報

商材を実際に登録した人は個々にクレジットカード決済のシステムを導入する

必要がないようになっています。 

 

 

決済革命 PayPal の仕組み 

 

上に書いたような問題を解決できるのが PayPalです。 

 

PayPalは eBayで物を購入した際の支払い手段として広く使われています。 

（PayPalは eBayの子会社です。） 

 

個人間でのやり取りの場合は、普通のネットショップの場合よりも更に、銀行

口座の情報などを相手に教えることに抵抗が出てきます。 

 

そこで PayPalを使えば、相手に自分の口座情報を知らせることなく、お金のや

り取りが出来るわけです。 

 

 

 

 

では、PayPalの仕組みはどのようになっているのでしょうか？ 

 

 

PayPal を利用した一般的なオンラインショッピングの流れは次のとおりです。 
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売る側： 

1． PayPal に無料登録する。 

2． PayPal に売りたい商品の情報を入力し、決済画面へのリンク URL を手に入れる。 

3． 販売用のホームページにそのリンク URL を貼り付ける。 

買う側： 

4． 商品を売っているホームページを訪れ、決済画面へのリンクをクリックする。 

5． PayPal の決済画面で、登録してあるメールアドレスとパスワードを入力する。 

※ PayPal で初めて購入する場合には、その場でクレジットカードの情報を入力でき、

二回目からはメールアドレスとパスワードだけの入力で購入できる。 

6． メールアドレスとパスワードがきちんと認証できたら購入が完了。 

売る側： 

7． 売上代金を PayPal の口座から自分の銀行口座へ振り込む（もしくは小切手） 

 

 

つまり、購入する側は、一回 PayPal にクレジットカードの情報を登録しておけば、次か

らはメールアドレスとパスワードだけで買い物が出来てしまうわけです。 

 

買う側のメリットしか無いように思われるかも知れませんが、実はPayPalは販売する側、

すなわち、これから情報起業を始めようとしている方々にこそ非常に便利な仕組みに

なっています。 

 

 

PayPal のメリット 

導入が非常に簡単 

これからご説明しますが、PayPalの決済システムを自分のセールスページに組

み込むのは非常に簡単です。 

 

導入が早い 

登録からホームページに組み込むまで 30分もかかりません。売ろうと思ったら

すぐにスタートできます。 

 

コストが安い 

固定費/初期費用ゼロ、売上に応じたロイヤリティは 2-3%程度と格安です。 

 

買う側も簡単 

買うために余計な手続きがないので、販売機会を逃しません。 
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口座情報などを相手に明かす必要がない 

自分の口座番号などを購入者に明かす必要がありません。 

    

システムの柔軟性が高い 

使い込めばわかると思います。もちろん、情報販売だけではなく、日常生活の

様々な用途に使えます。 

 

 

PayPal を使ってみる 

 

PayPalには様々な機能があります。ショッピングだけではなく、個人間の送金、

請求なども出来ますが、ここからはこれから情報販売をしよう、もしくは新し

く PayPalの仕組みを導入してみようという方に特化した説明をします。 

 

まず、PayPal には３つの種類のアカウントがあることをご説明しておきます。 

 

１．パーソナルアカウント 

基本的には購入するだけの人用です。一度アカウント登録すれば、次回の買い

物からは、メールアドレスとパスワードだけで支払いが可能になります。 

 

２．プレミアアカウント 

パーソナルアカウントの機能に加え、個人名でクレジットカードによる支払いを受けるこ

とが可能です。自分で商品を売っているが、法人ではなく個人でやっている方向けです。 

 

３. ビジネスアカウント 

プレミアアカウントの機能に加え、法人名でのビジネスが可能です。 

 

 

つまりは、ビジネスをするのであれば、プレミアかビジネスアカウントになり、

個人名ならプレミア、法人名ならビジネスを選択するということになります。 

 

いまは個人だけどいずれは法人にしたい、という方でも、一度プレミアに登録

をしておけば、いつでもビジネスアカウントに即座に無料アップグレードが可

能です。 
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ではサインアップ画面にアクセスしましょう。PayPalは実際にものが売れるま

でお金がかからないので、ご安心ください。 

 

サインアップ画面：http://1mkg.com/service/paypal.html 

 

 

クリックすると、次ページの画面が表示されます。 

 

 

 

 

今すぐサインアップをクリックすると次のような画面に移行します。 
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すでにビジネスアカウントと日本、日本語が選択されているはずですので、そ

のまま続行をクリックしましょう。 
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次のページではあなたのビジネスに関する情報を入力します。 

社名/屋号、連絡先などを入力して続行をクリックします。 
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次の画面では PayPalにログイン、ならびに何かものを買う際の認証に利用する

メールアドレスとパスワードの入力、そして規約とプライバシーポリシーへの

同意を促す項目があります。特に問題ないと思いますので、全て入力して「サ

インアップ」をクリックしましょう。 

次にはクレジットカード情報の入力画面が表示されます。 

とりあえず販売するだけ、という方はこのステップを飛ばすことが出来ます。

その場合には、キャンセルをクリックして次に進みましょう。 

 

 

 

ここまでくると、あなたのメールボックスに PayPalからの登録確認メールが送

られてきているはずです。次のような HTML メールです。内容を確認したら、

中央の文章をクリックしましょう。 
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すると PayPalのホームページへ飛び、先ほど設定したパスワードでの認証を求

められます。 

  

 

 

パスワードの認証が終わるとようやく、管理画面にログインできます。これで

最初の登録は完了です。お疲れ様でした！ 

 

 

 

 

次ページから実際に PayPal を利用して物を販売するにはどうしたら良いかを

ご紹介していきます。なお、ここでご紹介する以外にもさまざまな機能があり

ますが、普通の情報商材を販売するのであれば、今からご紹介する方法で十分

だと思います。 
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まず、管理画面の「マーチャントサービス」をクリックしましょう。すると、 

マーチャントサービスとしていくつかの機能が出てきます。 

 

 

 

一番上にある「PayPalウェブサイト支払いスタンダード」の主要機能にある「今

すぐ購入ボタン」をクリックします。 

 

 

 

最初に言っておきますと、今すぐ購入ボタンというのは、このボタン画像をあ

なたのサイトに貼り付けるだけで PayPal による決済が出来るという最もシン

プルな機能です。 
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ここで売りたい商品の情報を入力します。IDは自分でわかりやすいものにすれ

ば OK です。購入ボタンは標準のものも使えますし、もし何か良い画像を持っ

ていればそれを利用することも出来ます。ここでは標準のものを利用して薦め

てみます。なお、セキュリティ設定は必ず「はい」のままにしておきます。理

由は後ほどご説明します。 

 

ここで「ボタンを作成」をクリックすれば、貼り付け用の URLが生成されます。 
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この HTMLをもらさずコピーし、あなたのセールスページの中の購入ボタンを

設置したい場所に貼り付けましょう。 

 

 

貼り付けましたか？ 

ではちゃんと機能するかどうか確かめて見ましょう。 

自分のホームページを開き、今すぐ購入ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

きちんと決済ページが表示されましたでしょうか？ 

 

ここで購入者が PayPalに登録してあれば、メールアドレスとパスワードだけで

決済が完了します。 

もし購入者が PayPalを始めて利用する場合でも、決済画面下のクレジットカー

ドの新規登録をクリックしてもらえば決済が完了できます。 

 

 

 

次のページから、お客様が決済完了後に戻ってくるページ（いわゆるサンキュ

ーページ）の設定方法をご説明します。 

ダウンロード販売をされるのであれば、必須の設定になります。 
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ここから「戻り URLの設定」についてご説明します。 

 

 

戻り URL とは、購入者が PayPal の画面で決済を完了した後、「マーチャント

へ戻るボタン」をクリックしたときに表示されるページのことです。商品をダ

ウンロード販売している場合には、このページでダウンロードしてもらいます。 

また、ここでは詳しく述べませんが、このページをうまく活用することで、さ

らに収益を上げる仕組みを作り出すことが可能です。 

 

 

では、PayPalの管理画面にログインしてください。 

 

まず、「いますぐ購入ボタン」を作成するページに行きます。 

商品名や価格を入れて、下までスクロールします。 

ここで「ボタンを作成」ではなく、「オプションを追加」をクリックします。 

 

 

 

 

次のページの中ほどにある「ショッピング環境のカスタマイズ」を探します。 

 

ここの支払い完 URLというところに、あなたが作った購入完了ページ（いわゆ

るサンキューページ）へのアドレスを入れます。 
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設定したら、一番下までスクロールし、「ボタンを作成」をクリックします。 

 

 

 

あとは通常通り、表示されているボタンの HTMLコードをあなたのセールスペ

ージに貼り付ければ完了です。 

 

これで、ユーザーは PayPalであなたの商品の決済が完了したあと、あなたの設

定したページに戻ってくることが出来ます。 

 

なお、セールスページの決済リンクを貼り付けた場所の近くに、「決済が完了したらマ

ーチャントへ戻るボタンをクリックしてください」というような一文を添えておくようにしま

しょう。 

そうしないと、決済が完了したあと、サンキューページに来る前にブラウザを

閉じてしまう人がいるかも知れません。 
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購入ボタン作成時にセキュリティ設定を「はい」にする理由 

 

先ほど、購入ボタンを作成するときに、セキュリティ設定の項目を「はい」のまま

にしておいてくださいと書きました。その理由をこれからご説明します。 

 

ためしに、セキュリティ設定を「いいえ」にし、戻り URLを http://www.1mkg.com

に設定をしてから購入ボタンを作成してみます。すると以下のような購入ボタン用

の HTMLが吐き出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘のよい方は既に気づいたと思いますが、この HTML をあなたのセールスページ

にそのまま貼り付けるのは非常に問題があります。 

上に表示されている HTML は、あなたのセールスページを見ている人ならば、ブ

ラウザの機能によって誰でも見ることが出来るからです。 

<form action="https://www.paypal.com/cgi-bin/webscr" method="post"> 

<input type="hidden" name="cmd" value="_xclick"> 

<input type="hidden" name="business" value="naoki@1mkg.com"> 

<input type="hidden" name="item_name" value="testproduct"> 

<input type="hidden" name="item_number" value="00003"> 

<input type="hidden" name="amount" value="10000"> 

<input type="hidden" name="no_shipping" value="0"> 

<input type="hidden" name="return" value="http://www.1mkg.com"> 

<input type="hidden" name="no_note" value="1"> 

<input type="hidden" name="currency_code" value="JPY"> 

<input type="hidden" name="lc" value="JP"> 

<input type="hidden" name="bn" value="PP-BuyNowBF"> 

<input type="image" src="https://www.paypal.com/ja_JP/i/btn/x-click-but23.gif" border="0" 

name="submit" alt="お支払いは PayPalで - 迅速、無料、安全です"> 

<img alt="" border="0" src="https://www.paypal.com/ja_JP/i/scr/pixel.gif" width="1" 

height="1"> 

</form> 
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次ページから大事な作業、稼いだお金をどうやって引き落とすのかをご紹介し

ます。 

まず、赤枠で囲んでいるところに、戻りURLが見えてしまっています。戻り URL

はつまり、商品のダウンロードページですので、ここを見られたら、決済すること

なく、ダウンロードページに行けてしまいます。 

 

さらにたとえば、閲覧者がこの HTML を全てコピーし、価格（青枠）のところを

10000円から 100円にして自分のホームページに貼り付けたとします。すると同じ

ように購入ボタンが表示されますが、その購入ボタンをクリックすると、あなたの

商品が 100円で購入できてしまうことになります。 

 

なぜ PayPal がいまだにセキュリティ設定を手動にしているのかは不明ですが、な

んにしろ、セキュリティ設定は「はい」のままにしておく必要があります。 

 

セキュリティ設定を「はい」にしておけば、吐き出される HTML は以下のように

暗号化されますので、余計な情報を見られてしまう心配はありません。 

 

 

 

 

 

<form action="https://www.paypal.com/cgi-bin/webscr" method="post"> 

<input type="hidden" name="cmd" value="_s-xclick"> 

<input type="image" src="https://www.paypal.com/ja_JP/i/btn/x-click-but23.gif" border="0" 

name="submit" alt="お支払いは PayPalで - 迅速、無料、安全です"> 

<img alt="" border="0" src="https://www.paypal.com/ja_JP/i/scr/pixel.gif" width="1" 

height="1"> 

<input type="hidden" name="encrypted" value="-----BEGIN PKCS7 

-----MIIHbwYJKoZIhvcNAQcEoIIHYDCCB1wCAQExggEwMIIBLAIBADCBlDCBjjELMAkG

A1UEBhMCVVMxCzAJBgNVBAgTAkNBMRYwFAYDVQQHEw1Nb3VudGFpbiBWaWV3MR

QwEgEJARYNcmVAcGF5cGFsLmNvbTCBnzANBgkqhkiG9w0BAQEFAAOBjQAwgYkCgYEA

wUdO3fxEzEtcnI7Z9B3p9WPG1Fn5Mrd7t/IyVKf5MtbSs9GJee6g2kG+jFT51cr/mVnKXejoZ

WaWLSAKDNqwC/JsciZac8SYhKSQzDjNPMVlb+laf40+6t1WI7AKyizOEKqGi1cfCUDWhFR

4CcriVGzKgatulFdMLKqKagiSY=-----END PKCS7----- 

"> 

</form> 
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いま、あなたが稼いだお金は PayPalの口座に貯金されていますが、それを日本

のあなたの銀行口座に振り込む作業を行います。管理画面の「マイアカウント」

⇒「引き出し」をクリックしましょう。 

 

 

 

画面に書いてあるとおり、50000 円未満のお金を引き出すには手数料がかかり

ますので、ご注意ください。 

確認したら、「銀行口座へ引き出す」をクリックしましょう。 

 

 

 

ここからあなたの銀行口座を登録する作業を開始します。この作業はもちろん

一回行っておけば、OKです。「国」が「日本」になっているのを確認し「続行」

をクリックしましょう。もちろん、海外の銀行に口座を持っている方はその国

を指定してください。 

以下の画面が表示されますので、口座情報を入力しましょう。 
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「続行」をクリックすると、確認画面が表示されます。口座情報が間違ってい

るとあとから面倒ですので、しっかり確認しましょう。良ければ「銀行口座を

追加」をクリックしましょう。 
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これで銀行口座が登録できました。 

 

 

実際にお金を引き落とすときには、ここから「PayPalの資金を自分の銀行口座

に引き出す」をクリックします。 

もしくは、管理画面から「引き出し」をクリックすれば以下の画面に移動しま

す。 

 

 

あとは指示に従って進めていけば大丈夫です。 
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補足資料 PayPal の使い方［テストする方法］ 

 

※ この資料はちょっとハイレベルです。ざっと読んでもらい、難しければ慣れ

てからでＯＫです。 

 

PayPal では決済リンクを HTML に埋めるだけで決済の仕組みが出来上がりま

すが、サイトを作ったあと、決済完了、そしてサンキューページ（ダウンロー

ドページ）まで実際に動くのかどうかを確認したいと思うはずです。 

 

しかし、ダウンロードページまでの動作を確認するとなると、実際にクレジッ

トカードを使って決済をしなくてはいけません。わずかとはいえ手数料もかか

りますのでそのような方法は避けたいところです。 

 

 

ここでは、その実験の仕方をご説明します。 

 

まず、実験をするには、二つのアカウントを取得する必要があります。なぜな

ら、商品の販売者は自分で自分の商品を購入することが出来ないからです。で

すので、販売側のアカウントと購入側のアカウントを二つ作ります。 

 

といってもいままで使った PayPalでアカウントを作るわけではありません。 

実験用に PayPal の Sandbox というシステムが用意されていますので、それを

利用することになります。 

 

SandBoxは実際の PayPalとまったく同じ機能を備えたシステムです。PayPal

のコピーシステムといっても良いかもしれません。 

 

ただし、本番用の PayPal と Sandbox ではシステム間の関係性はまったくありません。

つまり、Sandbox では既にお持ちの PayPal アカウントは使うことが出来ません。新し

く Sandbox用のアカウントを取得する必要があります。 

 

この Sandboxでアカウントを作ると、Sandbox用の決済リンクを得ることが出

来ますので、それをあなたのページの HTMLに組み込んでテストをします。 

 

Sandbox で問題なく動けば、本番の PayPal でもちゃんと動くということがわ



Copyright © 2007 One Marketing All Rights Reserved. 

 

かります。Sandbox では実際のあなたのクレジットカードを登録する必要が無

く、テスト用のクレジットカードが自動的に用意されますので、そのカード番

号を利用して決済のテストをすることが出来ます。 

 

なお、アカウントを作るために、（出来れば）本番 PayPal と異なるメールアド

レスがあと二つ必要になります。 

 

ない方は無料のメールサービスをご利用ください。 

 

これ以降の説明は最初は英語になりますが、途中から日本語での表示になりま

すのでご安心ください。 

 

 

では、Sandboxを利用する準備をしましょう。 

 

Sandboxを利用するには、まず PayPal Developer Centerに登録する必要があ

ります。 

 

ここにアクセスしてください。 

https://developer.paypal.com/ 

右下にある Sign Up Nowをクリックします。 

 

 

 

入力画面が出ますので、赤枠のところだけ記入して「sign up」ボタンをクリッ

クしてください。なお、先ほど書いたとおり、メールアドレスとパスワードは、

本番の PayPalで利用しているものと別のものが好ましいです。 
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すると、完了画面が表示されると同時に、確認メールが届きますので、チェッ

クしましょう。 
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届いているメール中ほどの URLをクリックします。 

 

 

これで Developer Center への登録は完了です。次に Sandbox のアカウントを

作ります。 

 

先ほど設定したメールアドレスとパスワードでログインしてください。 

 

 

 

すると管理画面に入れますので、Sandboxをクリックします。 
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次の画面の下部にある「Create a test account」をクリックします。 

 

 

 

すると新しいウィンドウが開き、PayPalのアカウント開設画面が表示されます。 

ここで左上の選択ボックスから Japan を選びます。これによって表示が日本語

になります。 

 

 

 

次にアカウントの種類を選択しますが、最初に販売者側のアカウントを作りま

すので、ビジネスアカウントを選択し、「続行」をクリックしましょう。 
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次に事業者情報の入力画面が表示されます。入力する項目は、メールアドレス

以外は仮のもので大丈夫です。メールアドレスは Developer Centerに登録した

ものと同じにしておき「サインアップ」をクリックして次に進みましょう。 

 

 

さらにプロフィール入力欄が出てきますので、ここも Developer Centerに登録

したメールアドレスを入力しておきましょう。 
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次の画面ではクレジットカードの追加をします。既にテスト用の架空カード情

報が入っていますが、有効期限だけ注意してください。いまよりも先の年月を

指定しておく必要があります。有効期限を直したら、「カードを追加」をクリッ

クします。 

 

なお、このカード情報は特に覚えておかなくても大丈夫です。 

 

 

 

次の拡張利用プログラムへの加入は、今後利用することも考えて、「拡張利用番

号を取得」をクリックしましょう。 

200円が請求されると書かれていますが、架空のクレジットカードなので、実際

にはお金はかかりません。 
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次に出てくる画面はそのまま「続行」をクリックし、以下の画面にしてくださ

い。 
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メールをお送りしました、と出ていますので、早速自分のメールをチェックし

たいところですが、実は皆さんのメールボックスには届いていません。 

 

ここまで行ったら、Developer Centerの画面に戻ってください。Sandboxは新

しいウィンドウで開いたはずなので、まだ残っているはずです。 

そして、上部メニューの「Email」をクリックします。 

 

 

すると、いくつかメールが来ているのが確認できますでしょうか？ 

Sandbox からのメールは全てここに到着しますので注意してください。本番の

PayPalからのメールと混同しないようにとの配慮からです。 

私は最初このことを知らず、なんどもなんども無駄な登録を繰り返した記憶が

あります。 

 

まず、「PayPalアカウントの利用開始」をクリックして開きます。 

中ほどに URLがありますので、クリックします。もしクリックできない場合に

は、URLを全てコピーし、ブラウザのアドレス入力欄に貼り付けます。 

 

 

 

すると、パスワード入力を求められますので、設定したパスワードを入力して「確認」を

クリックしましょう。 
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すると本番 PayPalと同じ管理画面に入れます。これでビジネスアカウントの登

録は完了です。 

 

 

 

同様にして、購入者用のアカウントを作ります。今度はパーソナルアカウント

でＯＫです。登録するメールアドレスはいま登録したものと違うものでないと

完了できませんのでご注意ください。パスワードは同じで大丈夫です。 

 

 

全て完了したら、ビジネスアカウントの管理画面からテスト用の決済コードを

取得し、あなたのセールスページに貼り付けます。決済コードの取得方法は、

本番 PayPalと同じです。 

 

 

出来上がった今すぐ購入ボタンをクリックすれば、sandbox の決済ページに飛

びます。ここで二つ目に作成したパーソナルアカウントのメールアドレスとパ

スワードを利用して決済を完了させましょう。 

そしてあなたの設定したダウンロードページまで滞りなく行くことが出来るか

チェックしてみましょう。 
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この Sandbox を利用すれば、今後 PayPal を利用するときに色々とテストが出

来ますので便利です。 

 

ただし、くれぐれも本番用のメールアドレス/パスワードや決済コードと混同しないよう

に注意しましょう。 

Sandbox用の決済コードを入れたまま売りに出したら大変です。 

 

 

 

PayPal の使い方に関して、正確なサポートが必要な場合は、PayPal の「ヘル

プ」画面をご覧ください。Q&Aも用意されていますが、該当する答えが見つか

らない場合には、日本語での個別質問が可能になっています。 

私も利用したことがありますが、問い合わせから 1-2営業日で回答が来ました。 

 

 

 

 

 

 

ONE MARKETING のブログ、ならびにニュースレターでは、 

インターネットマーケティング、ダイレクトマーケティング、 

インターネット起業に役立つ実践的な知恵をビジネス、テクノロジー、 

国内外問わず提供しています。 

ネットビジネスで最新の情報が欲しい方は、 

以下のページの左サイドバーからご登録ください。 

 

http://1mkg.com 

 

 

2007 年 4 月 12 日 

ONE MARKETING 

 

http://1mkg.com 

info@1mkg.com 

簡単便利な PayPal の無料登録はこちらからどうぞ。 

http://1mkg.com/service/paypal.html 


